
大阪府立豊中支援学校 

子どもの人権 アクションプラン 

令和５年６月、本校生徒から教員による不適切な指導の訴えがありました。

調査の結果、いくつもの不適切な指導が確認されました。 

この出来事を踏まえ、本校の教職員全体で事案を共有し、全ての教員が、こ

の事案のことを我が事に置き換え、再発防止に向けて「自分がどのようにすれ

ば防げたか」を考えました。 

二度と同様の事案が発生しないよう、一人ひとりの心がけとともに、学校と

して次の通りアクションプランを策定いたしました。 

 

 

 

 

 

 

あらためて児童生徒の人権を考え、一人ひとりが

日頃の言動を振り返る 

 

 

 

毎月２０日および職員会議 

児童生徒人権デー 

その行動・声掛けは、児童生徒の人権を 

大切にしているものですか？ 

学級・学年・学部等、グループ単位

での相互チェック体制 

 

 

 
児童生徒が主語となっている 

取り組みができていますか？ 

セルフチェック 

授業・行事等における人権に配慮した

取り組みの共有と相互確認、振り返り 

 

 

 
チームティーチングの強みが 

活かされた取り組みができていますか？ 

人権に配慮した取組 

子どもを主役に、子どもを主語に 


